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最
近
で
は
お
子
さ
ん
が
4
人
と

い
う
家
は
珍
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
子
供
が
た
く
さ
ん
い
て
良

か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

夫
　

父
が
兄
弟
が
多
く
、
そ
の

た
め
親
戚
が
多
い
中
で
育
っ
て

楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら

子
ど
も
は
た
く
さ
ん
欲
し
か
っ

た
ん
で
す
。

妻
　

良
か
っ
た
こ
と
は
、
お
姉

ち
ゃ
ん
が
弟
や
妹
の
面
倒
を
よ

く
見
て
く
れ
る
こ
と
で
す
ね
。

逆
に
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

夫
　

や
は
り
お
金
が
か
か
る
こ

と
で
す
ね
。
子
供
た
ち
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
習
い
事
な
ど
、
本

当
は
し
た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て

や
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

妻
　

長
女
が
高
校
生
に
な
っ

て
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
マ

ル
福
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
医
療
費
が
か
か
る

こ
と
で
す
。
運
動
部
に
所
属
し

て
い
る
の
で
心
配
で
す
。

那
珂
市
に
定
住
し
た
理
由
は
何

で
す
か
。

夫
　

転
勤
に
な
っ
て
当
時
の
社

宅
が
那
珂
市
だ
っ
た
の
で
。
私

は
高
萩
市
出
身
な
ん
で
す
が
、

那
珂
市
に
住
ん
で
み
て
近
所
の

人
た
ち
も
よ
く
し
て
く
れ
て
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
と
感
じ
ま
し

た
。
子
ど
も
会
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
地
元
の
お
父
さ

ん
た
ち
と
知
り
合
っ
て
、
お
祭

な
ど
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な

人
口
が
減
ら
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　

�
子
育
て
政
策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

＊ 特　集 ＊

子だくさん家庭

インタビュー

いぃ那珂暮らし♪

　那珂市で４人のお子さんを育てる

阿部さん一家にお話を聞きました。

　ご夫婦ともご出身は市外でした

が、転勤で那珂市に住んだことがき

っかけでそのまま那珂市で子育てを

することを選びました。高校１年生、

小学校５年生、小学校３年生、５歳

のお子さんの子育て奮闘中です。
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り
ま
し
た
。
震
災
の
時
は
隣
近

所
の
方
々
が
子
供
の
面
倒
を
見

て
く
れ
た
り
、
水
を
分
け
て
く

れ
た
り
し
て
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。

妻
　

子
供
が
学
校
に
入
っ
て
お

母
さ
ん
友
達
が
で
き
て
い
き
ま

し
た
。
だ
ん
だ
ん
、
も
う
引
っ

越
せ
な
い
な
、
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
に
将
来
ど
の
よ
う
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。

夫
　

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

息
子
　

消
防
士
に
な
り
た
い
で

す
。
社
会
科
見
学
で
消
防
署
へ

行
っ
て
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

市
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

夫
　

実
家
を
見
て
い
て
思
う
の

で
す
が
、
人
口
が
減
っ
て
し
ま

う
と
活
気
が
な
く
な
り
ま
す
。

人
口
が
減
ら
な
い
た
め
に
は
、

み
ん
な
が
子
供
を
た
く
さ
ん
作

れ
る
よ
う
に
子
育
て
政
策
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
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平成28年度のお金の使われ方を確認しました

一般会計歳出決算

特別会計歳出決算総額

186 億 1924 万円

142 億 6502 万円

Ұൠձܭ
186 ԯ 1923 ສ 8236 ԁ

ಛผձܭ
国民݈߁อݥ

65 ԯ 4323 ສ 8112 ԁ
Լ水ಓࣄ業

19 ԯ 8363 ສ 2657 ԁ
公Ԃุ地ࣄ業

915 ສ 1185 ԁ
農業ूམഉ水උࣄ業

7 ԯ 4886 ສ 3153 ԁ
հޢอݥ

43 ԯ 265 ສ 8280 ԁ
্ੁ୩Ӻલ地۠土地۠ըཧࣄ業

1 ԯ 3370 ສ 965 ԁ
ҩྍऀྸߴظޙ

5 ԯ 4377 ສ 7984 ԁ

水ಓࣄ業ձܭ
収ӹత支出

10 ԯ 3068 ສ 9940 ԁ
ຊత支出ࢿ

6 ԯ 4987 ສ 7751 ԁ

　

９
月
５
日
に
、
市
長
か
ら
平
成
28
年
度
の

決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。決
算
の
審
議
は
、

９
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
、
各
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
28
年
度
の
決
算
は
全
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
確
認
し
た
平
成
28
年
度

の
お
金
の
使
わ
れ
方
と
、
主
な
事
業
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

決　算　審　議

会計ผ歳出ֹܾࢉ

※上記金額は、千円台を四捨五入したものです。

一般会計歳入

一般会計歳出

市税 36.0%

地方交付税
20.7%

国庫支出金
11.9%

市債
8.3%

県支出金
6.7%

繰越金 5.1%

地方消費税交付金
4.1%

諸収入 2.3% その他 5.1%

民生費 35.8%

総務費
14.7%土木費

11.9%

教育費
10.4%

公債費
9.3%

衛生費 6.0%

消防費 5.4%

農林水産業費 4.1% その他 2.3%
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事
業
費

２
億
６
４
７
５
万
５
７
８
１
円

　

市
民
か
ら
要
望
の
多
い
道
路

改
良
舗
装
、
排
水
路
（
側
溝
）

整
備
の
工
事
、
委
託
料
な
ど
で

す
。

　

工
事
13
路
線
、
委
託
21
路
線

を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
費

50
万
６
０
０
０
円

　

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出

会
い
の
場
と
な
る
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
事
業
を
商
工
会
に

委
託
し
ま
し
た
。
青
年
部
が
中

心
と
な
り
昨
年
度
は
３
回
開
催

し
、
11
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

し
ま
し
た
。

事
業
費

７
億
９
８
３
０
万
１
０
６
７
円

　

平
成
28
年
度
は
、
新
た
に

19
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
、

人
口
６
５
０
人
に
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
を
可
能
に
し
ま
し

た
。

事
業
費

60
万
４
０
０
０
円

　

那
珂
一
中
陸
上
部
が
関
東
大

会
、同
中
卓
球
部
が
全
国
大
会
、

那
珂
四
中
卓
球
部
が
全
国
大

会
、
瓜
連
中
野
球
部
が
東
日
本

大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
対
し
出
場
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
支
援
事
業

下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
建
設
費

関
東
大
会
等
出
場
派
遣
費

補
助
事
業

道
路
改
良
舗
装
事
業
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那
珂
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

●
平
成
29
年
　

第
３
回
定
例
会
●

今
回
審
議
し
た
議
案
等
は

　

市
長
提
出
案
件
⋮
15
件

　

請
願
・
陳
情
⋮
⋮
2
件

　

議
員
提
出
案
件
⋮
0
件

　

計
17
件

議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

報告4
平成28年度決算に基づく地方公共団体
の財政の健全化に関する法律による健
全化判断比率の状況について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく那珂市の
健全化判断比率の報告。 －

報告5
平成28年度決算に基づく地方公共団体
の財政の健全化に関する法律による資
金不足比率の状況について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく那珂市の
資金不足率の報告。 －

報告6 平成28年度那珂市一般会計継続費精算
報告書について

戸多地区交流センター整備事業に係る継続費について精算が
完了したことによる報告書の提出。 －

報告7 専決処分について（損害賠償請求に関
する和解及び損害賠償の額の決定） 市の過失による事故等に対する損害賠償額の報告。

議案55
那珂市地域包括支援センターにおける
包括的支援事業の実施に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

介護保険法施行規則の改正に伴うもの。主な内容は、主任介
護支援専門員の規定の改正など。 可決

議案56 平成29年度那珂市一般会計補正予算
（第2号）

歳入歳出それぞれ1億8303万3000円を増額し、総額を188
億9898万7000円とするもの。主な内容は、起債償還元金
の増額など。

可決

議案57 平成29年度那珂市国民健康保険特別会
計（事業勘定）補正予算（第2号）

歳入歳出それぞれ1967万8000円を増額し、総額を68億
7662万円とするもの。主な内容は、償還金の増額など。 可決

議案58 平成29年度那珂市下水道事業特別会計
補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ74万2000円を増額し、総額を20億6174
万2000円とするもの。主な内容は、職員人件費の増額など。 可決

議案59 平成29年度那珂市農業集落排水整備事
業特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ1003万3000円を増額し、総額を11億
6203万3000円とするもの。主な内容は、一般管理事務費
の増額など。

可決

議案60 平成29年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ6106万9000円を増額し、総額を47億
5206万9000円とするもの。主な内容は、償還金の増額など。 可決

議案61 平成29年度那珂市上菅谷駅前地区土地
区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ38万8000円を増額し、総額を1億2638
万8000円とするもの。内容は、区画整理事業費の増額。 可決

議案62 市道路線の認定について 市道路線1件の変更のため、道路法に基づき議会の議決を求
めるもの。 可決

議案審議

提出された議案等とその結果 ※請願・陳情の内容は別途掲載しております。
　８ページをご覧ください。

07ペ
ー
ジ

Close Up!!

◆
会
期
　

17
日
間
　

９
月
５
日
〜
22
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
傍
聴
者
　
　
　
　

人
》

1
4
4

（賛否が分かれた案件はありませんでした。）
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議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

議案63 平成28年度那珂市各種会計歳入歳出決
算の認定について 前年度決算。４ページを参照。 認定

議案64 平成28年度那珂市水道事業会計決算の
認定について 認定

議案65 平成29年度那珂市一般会計補正予算
（第3号）

歳入歳出それぞれ682万円を増額し、総額を189億580万
7000円とするもの。内容は、中学校施設補修事業の増額。 可決

請願3 教育予算の拡充を求める請願 提出者：茨城県教職員組合
　　　　代表者　吉田　　豊　外234名 採択

陳情3 菅谷地内旧歯科医院の解体に関する陳
情 提出者：小沢　雅幸 継続審査

08ペ
ー
ジ

Close Up!!

総
務
生
活
常
任
委
員
会

◆
報
告
事
項

本
米
崎
小
学
校
跡
地
利
活
用

に
係
る
事
業
提
案
公
募
の
選

定
に
つ
い
て

　

本
米
崎
小
学
校
跡
地
利
活
用

に
係
る
事
業
提
案
の
公
募
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
最
優
先
活
用
候
補
者
に
選

定
さ
れ
た
の
は
『
特
定
非
営
利

法
人
　

虹
の
ポ
ケ
ッ
ト
』
で
事

業
内
容
は
、

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

・
病
後
児
保
育
事
業

・
絵
本
図
書
館
整
備
事
業

・
子
育
て
相
談
支
援
事
業

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

事
業

等
で
す
。
今
後
本
米
崎
自
治
会

等
へ
の
説
明
を
経
て
、
県
、
市

関
係
課
と
調
整
し
て
い
く
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
か
ら
の
付
帯
意
見
が
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
選
定
を

取
り
下
げ
る
こ
と
も
あ
り
う
る

と
の
こ
と
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
議
案
第
56
号

平
成
29
年
度
那
珂
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
旧
し
ど
り
の
湯
整
備
事
業

（
１
０
０
３
万
６
０
０
０
円
）

　

旧
し
ど
り
の
湯
は
、
静
峰
ふ

る
さ
と
公
園
と
の
一
体
的
利
用

を
想
定
し
た
改
修
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

Q
　

改
修
計
画
等
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A
　

デ
ッ
キ
及
び
大
広
間
の
改

修
、
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

廊
下
等
の
ク
ロ
ス
張
替
え
、
洋

式
ト
イ
レ
の
シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ

化
な
ど
に
加
え
、
授
乳
ス
ペ
ー

ス
や
農
産
物
な
ど
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
の
新
設
を
行
い
ま
す
。
特

に
、
デ
ッ
キ
と
大
広
間
に
つ
い

て
は
、
ス
ロ
ー
プ
や
出
入
口
を

新
設
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
つ
つ
、
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

か
ら
容
易
に
来
場
で
き
る
よ
う

に
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ

ー
る
で
行
っ
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
受
付
に
つ
い
て
も

旧
し
ど
り
の
湯
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

Q
　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
　

平
成
29
年
10
月
下
旬
に
改

修
工
事
入
札
、
平
成
30
年
１
月

末
頃
ま
で
に
改
修
工
事
終
了
、

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

◆
議
案
第
56
号

平
成
29
年
度
那
珂
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
小
学
校
管
理
事
務
費
（
１
３

０
万
円
）

Q
　

委
託
料
に
社
会
科
副
読
本

編
集
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
副
読
本
で
、
ど
の
よ
う
な

授
業
で
取
り
扱
う
の
で
す
か
。

A
　

那
珂
市
の
郷
土
を
理
解
す

る
た
め
『
わ
た
し
た
ち
の
那
珂

市
』
と
い
う
副
読
本
を
１
５
０

０
冊
作
成
し
ま
す
。
小
学
３
・

４
年
生
に
配
布
し
、
社
会
科
で

使
用
し
ま
す
。
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◆
議
案
第
63
号

平
成
28
年
度
那
珂
市
各
種
会

計
歳
入
歳
出
決
算

○
一
般
会
計
・
中
学
校
柔
剣
道

場
非
構
造
部
材
耐
震
化
事
業

（
繰
越
明
許
費
分
）（
５
９
０

４
万
３
６
０
０
円
）

　

吊
り
天
井
の
耐
震
化
を
図

り
、
施
設
利
用
者
の
安
全
を
確

保
す
る
も
の
で
す
。

Q
　

瓜
連
中
は
新
し
い
柔
剣
道

場
で
す
が
工
事
が
必
要
だ
っ
た

の
で
す
か
。

A
　

震
災
後
に
耐
震
基
準
が
変

わ
っ
た
た
め
、
耐
震
補
強
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
那
珂
一
中

は
吊
り
天
井
が
な
い
た
め
工
事

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

○
一
般
会
計
・
教
育
費
‐
中
学

校
費
‐
学
校
管
理
費
（
９
７
０

８
万
８
９
６
７
円
）

Q
　

こ
の
費
目
全
体
で
不
用
額

が
９
７
５
万
４
０
３
３
円
あ
る

な
ら
用
務
員
の
配
置
や
机
、
椅

子
の
老
朽
化
に
伴
う
買
い
替
え

に
使
用
で
き
な
い
で
す
か
。

A
　

必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
来
年
度
の
実
施
計
画
で
要

求
し
て
い
ま
す
。
机
、
椅
子
に

つ
い
て
は
損
傷
の
度
合
い
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
必
要
数
を
次

年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
き
ま

す
。

◆
報
告
事
項

統
合
後
の
瓜
連
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

瓜
連
セ
ン
タ
ー
の
無
償
譲
渡

に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。
市
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
解
体
費
用
の
削

減
、
固
定
資
産
税
の
収
入
、
加

工
所
機
能
の
拡
充
に
よ
る
地
場

産
業
の
振
興
、
災
害
時
応
援
条

項
に
よ
り
緊
急
時
に
炊
き
出
し

の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
調
理
機

材
は
那
珂
セ
ン
タ
ー
で
使
う
も

の
は
移
動
し
て
利
用
し
、
そ
の

他
は
Ｊ
Ａ
常
陸
に
譲
渡
し
ま

す
。

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
46

茨
城
教
育
会
館
２
Ｆ

茨
城
県
教
職
員
組
合

　

吉
田
　

豊
　

ほ
か
２
３
４
名

　

教
職
員
の
多
忙
化
や
学
校
を

と
り
ま
く
状
況
の
複
雑
化
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
学

び
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
、

少
人
数
学
級
の
推
進
、
教
職
員

の
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
の

定
数
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
の
た
め
の
予

算
措
置
の
継
続
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
採
択
と
決
定
し
、

国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
採
決
し
た
請
願
・
陳
情
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

《
請
願
　

１
件
／
陳
情
　

０
件
》

※
陳
情
第
３
号
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

請
　

願
　

陳
　

情

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

請
願
第
3
号

採択
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一　般　質　問

P10 大和田和男 議員
◇安心安全な通学路を目指して
◇子ども会について
◇子供の遊び場について
◇市内防犯について
◇ひまわりバスについて

P10 遠藤　　実 議員
◇障がい者福祉の向上について

P11 君嶋　寿男 議員
◇国道118号線について
◇選挙啓発について
◇電源立地地域対策交付金につい

て

P11 笹島　　猛 議員
◇道路の管理について
◇雨水冠水対策について
◇那珂市観光協会について

P12 古川　洋一 議員
◇茨城県知事選挙について
◇少子化対策について
◇職員採用について

P12 花島　　進 議員
◇原子力安全対策について
◇市内の踏切の安全について
◇市道や水路の管理について
◇那珂第一中学校東にある溝につ

いて

P13 小宅　清史 議員
◇地方創生を考える
◇廃校の利用規程を考える

P13 寺門　　厚 議員
◇空き家対策の進捗状況について
◇再生エネルギー（太陽光発電）

の利用について
◇がん検診について

ʬ࣭ऀɹ8 ໊ʭ

一般࣭ͱʜ
օ͞Μの生׆ʹ͔͔ΘΔେͳ༰ʹ
͍ͭͯɺ市ٞձٞһ͕市ʹରͯ͠͏ߦ
࣭Ͱ͢ɻ

˞Ұൠ࣭のࣄهɺ࣭ͨٞ͠һ͕֤ࣗͰ࡞͍ͯ͠·͢ɻ

Q&A
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ゾ
ー
ン
30
の
整
備
導
入
を
願
い
ま
す

都
市
計
画
道
路
供
用
開
始
後
検
討
す
る

Q
　

小
学
生
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
、
無

料
配
布
の
た
め
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
（
命
名
権
）
は
導
入
で
き

ま
せ
ん
か
。
ま
た
浮
い
た
個
人

負
担
相
応
分
で
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
へ
の
感
謝
状
等
の
贈
呈
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

A
　

教
育
部
長
　

新
入
学
児
童

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
保
護
者
負
担

金
は
受
益
者
負
担
と
の
認
識
で

す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入

は
子
供
が
広
告
塔
と
な
る
印
象

が
あ
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ
は
学
校
、

保
護
者
、
子
供
達
が
日
常
的
に

感
謝
の
意
を
示
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

Q
　

近
年
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
る
竹
ノ
内
地
内
や
菅
谷
地

内
の
大
規
模
交
差
点
を
歩
車
分

離
信
号
に
変
更
で
き
な
い
で
す

か
。

A
　

市
民
生
活
部
長
　

信
号
機

の
設
置
や
変
更
の
地
元
等
か
ら

安
心
安
全
な
通
学
路
を
目
指
し
て

の
要
望
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

を
通
し
て
市
へ
要
望
書
を
提
出

願
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
交
通

状
況
等
を
勘
案
し
て
警
察
署
へ

申
請
し
ま
す
。

Q
　

更
な
る
交
通
事
故
の
減
少

を
図
る
た
め
、
市
街
地
の
個
別

の
生
活
道
路
を
対
象
と
す
る
の

で
は
な
く
、
面
的
に
捉
え
た
ゾ

ー
ン
を
設
定
し
、
道
路
管
理
者

と
警
察
が
連
携
し
て
、
最
高
速

度
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

域
規
制
や
路
側
帯
の
設
置
等
の

整
備
を
し
、
交
通
事
故
防
止
を

推
進
す
る
、
ゾ
ー
ン
30
の
整
備

導
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
　

建
設
部
長
　

現
在
那
珂
市

で
は
ゾ
ー
ン
30
に
該
当
す
る
区

域
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

今
後
は
現
在
整
備
を
進
め
て
い

る
都
市
計
画
道
路
菅
谷
市
毛
線

や
上
宿
大
木
内
線
の
供
用
開
始

後
、
市
と
那
珂
警
察
署
お
よ
び

地
元
自
治
会
と
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Q
　

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ

ー
「
す
ま
い
る
」
で
乳
幼
児
か

ら
就
労
ま
で
の
一
貫
し
た
療

育
・
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
障
が
い
者

プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
重
点
事
業
が

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
、
機
能

し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

A
　

保
健
福
祉
部
長
　

「
す
ま

い
る
」
は
心
身
発
達
に
遅
れ
の

あ
る
乳
幼
児
及
び
保
護
者
等
に

対
し
て
相
談
、
療
育
を
行
い
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
施
設
な

の
で
就
労
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

直
接
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
関

係
各
課
か
ら
報
告
を
い
た
だ

き
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
年
度
に

点
検
・
評
価
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
の
評
価
で
は

「
す
ま
い
る
」
開
設
な
ど
に
つ

い
て
成
果
が
上
が
り
ま
し
た
。

Q
　

「
す
ま
い
る
」
利
用
者
か

ら
、
子
供
と
親
が
一
緒
に
行
け

て
仲
間
同
士
で
遊
べ
て
、
一
緒

に
お
話
が
気
軽
に
で
き
る
場
所

が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
障
が
い
者
同

士
が
交
流
で
き
る
場
を
ぜ
ひ
作

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う

で
す
か
。

A
　

保
健
福
祉
部
長
　

障
が
い

者
と
家
族
の
方
か
ら
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
現
状
を
精
査
し
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　

民
間
事
業
者
へ
の
障
が
い

者
雇
用
促
進
の
た
め
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

A
　

保
健
福
祉
部
長
　

事
業
者

へ
障
害
者
差
別
解
消
法
の
周

知
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
昨
年

度
か
ら
市
商
工
会
総
代
会
に
お

い
て
法
の
概
要
や
趣
旨
を
説
明

し
、
障
が
い
者
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
働
き

か
け
を
行
い
、
障
が
い
者
雇
用

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ԕ౻ ࣮ ٞһ

障
が
い
者
同
士
の
交
流
の
場
を

現
状
を
精
査
し
関
係
機
関
と
協
議
す
る

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
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下
大
賀
地
区
付
近
の
進
捗
状
況
は

完
成
の
時
期
は
明
確
に
で
き
な
い

Q
　

現
在
、
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
下
大
賀
坂
下
付
近
の
高
架

橋
は
、
い
つ
頃
通
行
可
能
に
な

り
ま
す
か
。
そ
れ
に
伴
い
遺
跡

調
査
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。
こ

の
付
近
は
、
地
元
の
方
の
水
田

が
あ
り
、
行
楽
で
大
子
方
面
に

向
け
て
車
の
通
行
も
多
く
作
業

車
が
渡
る
の
に
も
、
大
変
苦
労

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
国
道

と
交
差
す
る
鳥
井
戸
線
の
進
捗

状
況
も
伺
い
ま
す
。

A
　

建
設
部
長
　

県
常
陸
大
宮

土
木
事
務
所
に
確
認
を
し
た
と

こ
ろ
、
高
架
橋
南
側
の
取
り
付

け
部
の
補
強
工
事
等
が
残
っ
て

お
り
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
完
成

す
る
よ
う
工
事
の
進
捗
を
図
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
遺
跡

調
査
の
履
行
期
限
は
、
来
年
の

３
月
末
ま
で
で
す
。
鳥
井
戸
線

で
す
が
、
今
年
度
中
に
用
地
買

収
の
完
了
、
来
年
度
末
に
は
供

用
開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
道
１
１
８
号
線
に
つ
い
て

Q
　

平
野
杉
本
線
周
辺
の
開
発

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
　

企
画
部
長
　

周
辺
開
発
で

す
が
、
市
が
直
接
事
業
者
を
誘

致
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
開
発
を
期
待
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

計
画
が
表
面
化
し
て
き
た
場
合

は
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
　

現
在
、
本
市
が
認
識
し
て

い
る
範
囲
で
、
市
道
の
整
備
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
箇
所
は

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

A
　

建
設
部
長
　

平
成
28
年
度

末
の
未
完
了
路
線
は
排
水
路
整

備
を
含
め
１
６
５
路
線
で
す
。

Q
　

本
年
度
の
道
路
改
良
舗
装

費
は
ど
の
程
度
で
す
か
。
ま

た
、
完
了
予
定
の
路
線
数
は
。

A
　

建
設
部
長
　

約
３
億
３
４

０
０
万
円
程
度
で
す
。
ま
た
、

本
年
度
工
事
完
了
を
予
定
し
て

い
る
路
線
数
は
12
路
線
で
す
。

Q
　

残
り
１
５
３
路
線
を
全
て

整
備
し
た
場
合
の
総
事
業
費
と

整
備
期
間
を
伺
い
ま
す
。

A
　

建
設
部
長
　

約
62
億
円
と

試
算
し
て
お
り
ま
す
。
期
間
に

す
る
と
約
19
年
か
か
り
ま
す
。

Q
　

道
路
整
備
は
市
民
の
要
望

が
一
番
多
く
、
限
ら
れ
た
予
算

で
、
今
ま
で
以
上
の
予
算
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

A
　

副
市
長
　

本
年
度
の
予
算

は
、
２
５
０
０
万
円
ほ
ど
増
や

し
て
お
り
ま
す
。
市
道
整
備
の

予
算
を
確
保
す
る
と
い
う
の
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
市
民
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
予
算
編
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
　

那
珂
市
の
道
路
認
定
基
準

は
、
私
道
を
市
道
と
し
て
認
定

を
受
け
る
場
合
、
と
て
も
厳
し

い
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

公
共
性
の
高
い
も
の
は
、
市
が

寄
附
を
受
け
て
市
道
と
し
て
整

備
、
管
理
す
べ
き
で
す
。
例
え

ば
道
路
の
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の
、
公
道
か
ら
公
道

ま
で
通
り
抜
け
て
い
る
も
の
、

公
衆
の
利
用
度
が
高
い
も
の
、

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
私
道
で
あ
れ
ば
、
市
に
寄
附

で
き
る
よ
う
に
条
件
を
緩
和
す

べ
き
で
す
。
い
か
が
で
す
か
。

A
　

建
設
部
長
　

こ
の
条
件
を

緩
和
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 ౡ  ٞһ

市
道
整
備
の
予
算
を
増
額
す
べ
き
で
は

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る

道
路
の
管
理
に
つ
い
て

建設中の国道 118 号線下大賀坂下付近
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少
子
化
対
策
の
専
門
部
署
設
置
を

い
ば
ら
き
国
体
終
了
後
に
検
討
す
る

Q
　

少
子
化
対
策
は
、
地
方
創

生
の
名
の
も
と
地
方
自
治
体
が

行
う
結
婚
支
援
や
子
育
て
支
援

も
必
要
で
す
が
、
小
手
先
の
手

法
で
パ
イ
の
取
り
合
い
を
す
る

の
で
は
な
く
、
少
子
化
の
根
本

的
な
原
因
を
究
明
し
、
解
決
策

を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

若
年
層
へ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
教

育
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

市
で
も
実
施
計
画
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
進
捗
状
況
を
お
伺
い

し
ま
す
。

A
　

企
画
部
長
　

少
子
化
対
策

の
枠
組
み
の
中
で
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
教
育
に
つ
い
て
は
、
若
い

世
代
が
将
来
の
希
望
を
叶
え
る

た
め
に
必
要
な
知
識
を
身
に
付

け
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

道
筋
を
自
分
自
身
で
考
え
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

と
心
得
て
お
り
、
当
然
、
就
職

等
で
社
会
に
出
る
前
に
行
う
こ

と
が
必
要
条
件
で
す
。
た
だ
、

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

決
し
て
価
値
観
を
押
し
付
け
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
こ

の
制
度
設
計
等
に
つ
い
て
は
進

ん
で
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
す
が
、
今
後
の
実
施
に
向
け

て
、
年
齢
層
や
手
法
、
ど
う
い

っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く

か
、
学
校
を
活
用
し
て
い
く
か

否
か
も
含
め
て
慎
重
な
検
討
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　

少
子
化
対
策
や
人
口
減
少

対
策
は
本
市
に
と
っ
て
も
重
要

課
題
だ
と
思
い
ま
す
し
、
執
行

部
も
そ
れ
を
認
識
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
で
あ
れ
ば
少
子
化

対
策
を
本
気
で
考
え
る
専
門
部

署
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
市
長
の
本
気
度
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
　

市
長
　

喫
緊
に
迫
っ
て
い

る
の
は
国
体
で
す
の
で
、
国
体

を
成
功
さ
せ
、そ
の
後
に
、課
・

室
で
は
な
く
チ
ー
ム
を
設
け
る

こ
と
は
可
能
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
検
討
し
ま
す
。

Q
　

橋
本
昌
知
事
は
、
長
い
間

「
原
発
再
稼
働
は
国
が
決
め
る

こ
と
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、「
安
全

性
と
避
難
体
制
の
実
効
性
が
確

保
で
き
な
い
状
況
で
は
、
再
稼

働
を
認
め
な
い
」
と
考
え
を
変

え
ま
し
た
。
東
海
第
２
原
発
の

再
稼
働
に
反
対
す
る
私
の
立
場

か
ら
は
、
歓
迎
す
べ
き
方
向
転

換
で
す
が
、
こ
の
急
変
に
は
違

和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
選
挙
中
の
橋
本
氏
の

宣
言
ビ
ラ
の
な
か
で
、
県
内
の

多
く
の
市
長
た
ち
が
、
橋
本
氏

を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
し
め

さ
れ
ま
し
た
。
海
野
市
長
も
そ

の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
海
野

市
長
の
橋
本
氏
支
持
は
、
東
海

第
２
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
す

る
姿
勢
も
含
め
た
支
持
な
の
か

を
伺
い
ま
す
。

A
　

市
長
　

橋
本
氏
か
ら
は
万

が
一
原
発
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
の

約
96
万
人
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
再
稼
働
は
認
め

な
い
判
断
を
し
た
と
い
う
ふ
う

に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

再
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
の

件
で
す
け
れ
ど
も
、
那
珂
市
で

は
今
年
の
２
月
、
再
稼
働
の
是

非
に
つ
い
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
約
65
％

の
市
民
が
再
稼
働
に
反
対
し
て

い
る
結
果
が
出
た
こ
と
を
大
変

重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

橋
本
氏
が
県
民
の
安
全
確
保

の
た
め
再
稼
働
の
是
非
に
つ
い

て
考
え
を
明
確
に
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
５
万
４
０
０
０
人

の
那
珂
市
民
の
安
全
を
預
か
る

市
長
と
し
て
、
理
解
で
き
る
も

の
で
す
。

Ֆౡ ਐ ٞһ

橋
本
氏
の
方
向
転
換
を
ど
う
見
た
か

安
全
の
た
め
の
判
断
と
理
解
し
ま
す

原
子
力
安
全
対
策
に
つ
い
て
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地
方
創
生
は
市
民
を
巻
き
込
ん
で

い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
応
援
団
を
活
用

Q
　

那
珂
市
で
地
方
創
生
の
種

を
見
つ
け
る
試
み
、
例
え
ば
中

小
企
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
、「
那
珂
市
の
働
い
て
み
た

い
会
社
10
選
」
や
「
シ
ル
バ
ー

世
代
が
い
き
い
き
働
く
会
社
大

賞
」
な
ど
を
や
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

A
　

企
画
部
長
　

現
在
、
国
や

県
に
お
い
て
も
中
小
企
業
も
含

め
た
企
業
や
事
業
所
を
対
象
に

し
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら

の
制
度
に
選
ば
れ
て
い
る
那
珂

市
内
の
企
業
や
事
業
所
を
紹
介

す
る
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
考

え
だ
と
は
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
個
人
事
業
主
ま
で
範
囲
を

広
げ
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
応
援
団
」

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
投
稿
機
能

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
、
当
面
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で

す
。 地

方
創
生
を
考
え
る

Q
　

地
方
創
生
は
、
お
役
所
主

導
で
は
限
界
も
あ
り
ま
す
。
実

務
は
役
所
、
実
働
は
別
の
団
体

を
作
る
の
が
機
能
的
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
有
識

者
や
役
職
者
に
こ
だ
わ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
更
な
る
活
性
化

の
た
め
、
地
方
創
生
加
速
会
議

の
創
設
を
求
め
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

A
　

企
画
部
長
　

こ
の
よ
う
な

組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
言
わ

ば
民
間
主
導
で
様
々
な
ア
イ
デ

ア
を
発
想
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
具
体
化
す
る
取
り
組
み

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
ご
提
案
の
よ
う
な
組
織

は
、
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
取
り

組
み
の
中
で
、
そ
れ
を
担
う
人

材
を
発
掘
し
、
目
的
を
も
っ
て

組
織
化
し
て
い
く
と
い
う
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　

那
珂
市
の
空
き
家
数
は
、

現
在
８
７
９
戸
あ
り
、
そ
の
内

利
用
困
難
な
空
き
家
は
１
０
７

戸
。
建
物
の
状
態
や
環
境
面
で

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
管
理

不
全
空
き
家
の
改
善
措
置
に
つ

い
て
助
言
や
指
導
を
し
て
い
る

が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ま
せ

ん
。
今
後
、
空
き
家
対
策
協

議
会
を
設
置
し
て
解
決
に
あ
た

る
、
と
い
う
の
が
、
今
の
市
の

空
き
家
に
対
す
る
課
題
と
対
策

で
す
が
、
空
き
家
対
策
協
議
会

は
い
つ
設
置
に
な
り
ま
す
か
。

A
　

市
民
生
活
部
長
　

来
年
度

の
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Q
　

本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
は
、
一
貫
し
て
具
体
性
、

計
画
性
に
か
け
、
対
応
が
遅

い
。
発
生
し
た
空
き
家
の
特
定

空
き
家
の
認
定
も
さ
れ
ず
、
発

生
予
防
や
空
き
家
の
有
効
活

用
、
特
定
空
き
家
や
管
理
不
明

空
き
家
の
管
理
、
空
き
家
管
理

の
基
本
方
針
、
住
民
か
ら
の
相

談
体
制
、
空
き
家
対
策
状
況
の

住
民
へ
の
告
知
等
が
不
明
確
の

ま
ま
で
す
。
空
き
家
対
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

「
空
き
家
対
策
計
画
」（
空
き

家
対
策
特
措
法
第
６
条
）
を
早

急
に
策
定
し
対
策
を
推
進
す
べ

き
で
す
が
、
い
つ
に
な
り
ま
す

か
。

A
　

市
民
生
活
部
長
　

来
年
度

空
き
家
対
策
協
議
会
を
設
置

後
、
空
き
家
対
策
計
画
策
定
を

進
め
ま
す
。

Q
　

来
年
度
中
で
は
遅
過
ぎ
ま

す
。
し
っ
か
り
と
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
推
進
す
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。
最
後
に
、
本
市

の
空
き
家
対
策
推
進
に
つ
い
て

市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
　

市
長
　

今
後
は
外
部
有
識

者
を
交
え
た
空
き
家
対
策
協
議

会
の
設
置
や
空
き
家
総
合
対
策

計
画
の
策
定
等
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
総
合
的
な
空
き
家
対

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。  ް ٞһࣉ

空
き
家
対
策
の
対
応
が
遅
い
の
で
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
ま
す

空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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８
月
２
日
（
水
）
に
、
愛
媛

県
西
条
市
議
会
の
議
会
運
営
委

員
会
委
員
10
名
及
び
正
副
議
長

が
視
察
の
た
め
に
来
庁
し
ま
し

た
。

　

主
な
視
察
事
項
は
、
議
員
定

数
・
報
酬
に
関
す
る
公
聴
会
の

実
施
経
緯
や
方
法
、
一
般
質
問

で
の
一
問
一
答
方
式
の
運
用
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
３
点

で
、
那
珂
市
議
会
の
議
会
運
営

委
員
会
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

質
疑
・
応
答
の
際
に
は
、
視

察
事
項
の
ほ
か
に
も
、
議
会
報

告
会
の
運
営
、
進
行
、
参
加
者

か
ら
の
意
見
へ
の
対
応
な
ど
も

話
題
に
上
る
な
ど
、
様
々
な
意

見
交
換
が
で
き
、
那
珂
市
議
会

に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ด会த
ɹٞ会׆ಈϨϙʔτ

トピックス

６月
29日 議会広報編集委員会
30日 教育厚生常任委員会

７月
５日 議会運営委員会

議会広報編集委員会
12日 議会広報編集委員会
27日 産業建設常任委員会

８月
２日 西条市議会視察来庁
３日 議会広報編集委員会取材
17日 教育厚生常任委員会

25・26日 横手市議会友好交流
29日 議会運営委員会

全員協議会
議会広報編集委員会

ఆྫձดձதʢ݄̒ʙ݄̔ʣのಹՑ市ٞձのओͳ׆ಈΛ͝հ͍ͨ͠·͢ɻ

ࢽ��ಈ�׆
公
聴
会
、
一
問
一
答
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

愛
媛
県
西
条
市
議
会
が
視
察
来
庁

視察対応の様子



15 ͳɹ
ɹ͔ ٞձͩΑΓ ᶺ 55

議
会
報
告
会

に
対
し
て
測
量
等
も
含
め
て
事

業
化
す
る
の
が
無
理
な
路
線
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

路
線
に
つ
い
て
は
自
治
会
と
調

整
し
な
が
ら
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
で
事
業
を
進
め
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

◎
遠
距
離
通
学
に
つ
い
て

︻
内
容
︼
小
学
生
の
遠
距
離
通

学
に
つ
い
て
「
歩
く
の
は
体
に

良
い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
が
今
の
時
世
に
合

っ
て
い
な
い
。
改
善
を
望
む
。

︻
結
果
︼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
等
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

◎
小
中
一
貫
校
の
学
園
名
に
つ

い
て

︻
内
容
︼
小
中
一
貫
教
育
に
際

し
付
け
ら
れ
て
い
る
学
園
名

は
、
公
式
の
名
前
で
は
な
く
外

部
に
通
用
し
な
い
。
小
中
連
携

は
当
た
り
前
で
あ
り
、
外
部
に

通
用
し
な
い
学
校
名
は
や
め
て

は
ど
う
か
。

︻
結
果
︼
小
中
一
貫
教
育
は
、

小
学
６
年
か
ら
中
学
１
年
へ
の

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
を
緩
和
す
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
始
め
ら

れ
、
校
舎
は
別
々
で
も
一
つ
の

学
園
と
し
て
連
帯
感
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
、
学
園
名
は
小

中
一
貫
教
育
の
象
徴
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。
条
例
で
は
定

め
て
い
ま
せ
ん
が
学
校
規
定
で

定
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
、

今
後
条
例
で
定
め
る
か
検
討
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

◎
幼
稚
園
の
統
合
に
つ
い
て

︻
内
容
︼
幼
稚
園
統
合
に
よ
る

空
き
施
設
を
、
自
治
会
活
動
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
図
っ
て
ほ

し
い
。

︻
結
果
︼
市
有
地
に
つ
い
て

は
、
地
元
住
民
や
自
治
会
と
共

に
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
借
地
は
所
有
者
に
返
却

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
5
月
24
日
、
25
日
の
議
会
報
告
会
で

い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
質
問
の
う
ち
、
執

行
部
に
確
認
・
申
し
入
れ
を
す
る
必
要
が

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
定
例
会
閉
会
中

の
各
常
任
委
員
会
で
改
め
て
調
査
・
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

　

確
認
し
た
ご
意
見
及
び
確
認
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

︻
内
容
︼
額
田
第
３
自
治
会
の

地
区
で
は
道
路
整
備
が
遅
れ
て

い
る
。
整
備
が
計
画
さ
れ
て
も

１
人
の
反
対
者
で
進
ま
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。

︻
結
果
︼
現
実
的
に
は
反
対
さ

れ
て
い
る
方
に
よ
り
事
業
化
で

き
て
い
な
い
路
線
は
あ
り
ま

す
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
事
業

︽
調
査
・
確
認
結
果
報
告
︾
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議会広報編集委員会
　委 員 長　小宅　清史
　副委員長　大和田和男
　委　　員　花島　　進
　委　　員　中﨑　政長
　委　　員　筒井かよ子
　委　　員　木野　広宣
　委　　員　遠藤　　実

　「無い物ねだりよりあるも
の探し」お年寄りによる葉っ
ぱビジネスで全国的に有名に
なった山間の徳島県上勝町の
地方創生のキーワードであ
る。収穫の秋を迎え那珂市で

は実にたくさんの実りがある
事に驚かされる。“売り”は
市内にあふれている。あとは
これらを強いリーダーシップ
で外に発信していくことが重
要だ。　　　　（小宅　清史）

ฏ29ୈ̐ճఆྫ会ɿ11݄28ʙ12݄15
平成29年第４回（12月）定例会の日程（案）は

左のとおりです。
会議は原則公開となっております。所定の用

紙にご記入いただくだけで、どなたでも傍聴でき
ますので、お気軽にお越しください。

また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、
11月17日（金）17時までに、議会事務局までご
提出ください。

 ݄ Ր 水 木 金 土
11�26 27 28 29 30 12�1 2

ຊձٞ ຊձٞ ຊձٞ
ʢٞҊ্ఔ
ͳͲʣ

ʢҰൠ࣭ʣʢҰൠ࣭ʣ

3 4 5 6 7 8 9
総務生׆
ৗҕһձ

産業ݐઃ
ৗҕһձ

教育ް生
ৗҕһձ

ྗࢠݪ
҆શରࡦ
ৗҕһձ

10 11 12 13 14 15 16
ٞձӡӦ
ҕһձ

ຊձٞ
ʢҕһใࠂ
ٞҊܾ࠾ʣશһٞڠձ

17 18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

ٞ会ըө૾Λެ։͍ͯ͠·͢
　那珂市議会では定例会、臨時会の本会議の録画
映像を「You Tube」の動画サイトで公開してお
ります。詳しくは、那珂市ホームページの「那珂
市議会」のページをご覧ください。

（「那珂市議会」のページ内の「議会中継」から
「You Tube」を開くことができます。）

࣍ ճ12 ݄ ఆ ྫ ձ

まちかど

ニュース

※会議は、原則として午前10時開会です。

ྲྀͦ͠͏ΊΜ
ʢೲྋ·ͭΓ४උʣ
平成29年８月５日（土）
菅谷上宿第１自治会集会所にて

議
会

だ
よ

り
2017.10.23ɹ
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